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○開○催○概○要
Ⅰ．日　　時� 2018年 3 月22日㈭� �

15時～17時 3 分
Ⅱ．場　　所� 大阪府社会福祉会館　 5階505
Ⅲ．出 席 者�
⑴　理事（総数22名中、16名出席、 6名欠席）
・会 長 理 事　惣宇利紀男
・副会長理事　柴橋圭介
・専 務 理 事　中村夏美
・�常 任 理 事　�江口慶明、勝山暢夫、北川俊彦、

中谷清、羽多野宏子
� （欠席：入船行由、山口健治）
・�理　　　事　�秋山也寸子、足立美恵子、�今宮

正信、久保幸雄、清水啓子、長里
広美、西村明彦（15時29分審議
事項 2より出席）、洞井金桂
（欠席：大内淳次、奥章、篠原
聡、渡邉和典）

⑵　監事（総数 3名中、 1名出席、 2名欠席）
・監　　　事　谷川英子
� （欠席：関戸雅弘、吉川卓次）

⑶　オブザーバー
・オブザーバー　櫻井秀一
⑷　陪席
・事 務 局 長　小山正人

Ⅳ．議　　長� 惣宇利会長理事
Ⅴ．議事の経過と要領とその結果�
　定刻になり、中村専務理事より、理事総数の過半
数以上の出席をみたので、理事会の議決要件を充足
した旨を告げ、開会を宣した。
　中村専務理事より、堀内理事が所属生協の役員辞
任に伴い、大阪府生協連理事を辞任した旨報告がさ
れた。
　続いて、惣宇利会長理事が議長として挨拶の後、
議事を進行した。

○審○議○事○項
1 　57回通常総会の件

⑴　2017年度活動報告・2018年度方針について

　小山事務局長より、第57回通常総会議案書の第
2次案として、2017年度活動報告及び2018年度方

針について、提案がされた。
　討議の結果、提案どおり、全員異議なく承認さ
れた。
⑵　2017年度決算見込及び2018年度予算案について

　中村専務理事より、2017年度決算見込及び2018
年度予算案について提案がされた。
　討議の結果、2017年度決算及び2018年度予算案
については、第 6回理事会で最終確認することが、
全員異議なく承認された。
⑶�　役員選任に関する役員定数及び会員生協への推

薦依頼等について

　中村専務理事より、人事委員会からの答申を踏
まえ、第57回通常総会で選任提案する役員の選任
区分、区分ごとの定数、候補者の推薦を依頼する
会員生協及び今後のスケジュールについて提案が
された。
　討議の結果、提案通り、全員異議なく承認され
た。
　なお、監事の選任については、前もって監事の
過半数の同意を得て承認された。
⑷　議案の追加の件

　中村専務理事より、第57回通常総会に「第 4号
議案　役員退任慰労金支給の件」を追加すること
が提案された。
　討議の結果、提案どおり、全員異議なく承認さ
れた。
※第57回通常総会　議案
第 1号議案　�2017年度活動報告・決算報告・剰

余金処分案承認の件
第 2号議案　�2018年度活動方針・予算案の承認

及び役員報酬の設定の件
第 3号議案　�役員選任の件
第 4号議案　�役員退任慰労金支給の件
第 5号議案　�議案決議効力発生の件

⑸　議事日程等について

　小山事務局長より、議事日程等について、提案
がされた。
　討議の結果、提案どおり全員異議なく承認され
た。

2 　第34回全労済「子ども絵画コンクール」及
び第 6回全労済「子ども写生大会」開催に
関する後援名義使用等要請の件

　小山事務局長より、全労済大阪推進本部からの要



2 　� 　

請を受け、第34回全労済「子ども絵画コンクール」
及び第 6回全労済「子ども写生大会」について後援
し、第34回全労済「子ども絵画コンクール」では、
「大阪府生活協同組合連合会賞」を交付することにつ
いて提案がされた。
　討議の結果、提案どおり、全員異議なく承認され
た。

3 　協同シンポジウム2018inおおさか（仮称）開
催の件

　小山事務局長より、協同シンポジウム2018inおお
さか（仮称）を近畿労働金庫と共催する旨提案がさ
れた。
　討議の結果、提案どおり、全員異議なく承認され
た。
　なお、企画の詳細は今後具体化されるが、テーマ
はSDGsを候補とし、開催日程は10月頃、土曜日の
午後開催で検討している旨報告があった。

4 　「ヒバクシャ国際署名推進・大阪の会」への
寄付の件

　小山事務局長より、「ヒロシマ・ナガサキの被爆者
が訴える核兵器廃絶署名」の取り組みを大阪で推進
する「ヒバクシャ国際署名推進・大阪の会」へ、協
賛金 3万円を寄付する旨提案がされた。
　討議の結果、提案どおり、全員異議なく承認され
た。

5 　2018年度年間日程（ 3次案）の件

　小山事務局長より、2018年度年間日程（ 3 次案）
として、第 3 回理事会の日程を、10月18日㈭から、
10月11日㈭に変更する旨提案がされた。
　討議の結果、提案どおり、全員異議なく承認され
た。

○報○告○事○項
大阪府生協連

1 　2018年新年講演会開催報告

［日　　時］� 2018年 1 月18日㈭� �
13時30分～15時45分　終了後、
懇親交流会

［場　　所］� 天王寺都ホテル　 6階吉野の間
［出 席 者］� 25会員・1団体・大阪府・講師・

府連　126名

い ず み 16名 よどがわ 13名 エスコープ 2名
パルコープ 24名 こ う べ 6名 自 然 派 1名
生活クラブ 3名 きづがわ 3名 大阪みなみ 2名
かわち野 3名 北 大 阪 8名 けいはん 5名
ヘ ル ス 4名 な に わ 2名 よどがわ保健 3 名
大阪大学 1名 樟蔭女子 1名 府 大 2名
関 大 5名 近 大 1名 大阪学校 3名
日鉄住金 2名 市民共済 1名 全 労 済 4名
大学事業連 1名 近畿労働金庫 3 名 大 阪 府 2名
講 師 1名 府 連 4名 合 計 126名

［開催結果］

⑴　開　　会
司　　会　理　　事　清水　啓子
開会挨拶　会長理事　惣宇利紀男

⑵�　講演『生協運動のいま、そして未来へ―
持続可能な社会の実現に向けて～期待される
生協の役割について～―』
日本生活協同組合連合会
� 顧問　　浅田　克己　様

⑶　質疑応答
懇親交流会
司　会　理　　　事　篠原　　聡
挨　拶　会 長 理 事　惣宇利紀男
乾　杯　専 務 理 事　中村　夏美
中締め　副会長理事　柴橋　圭介

2 　分野別会議（医療）開催報告

［日　　時］� 2018年 1 月30日㈫　15時～17時
［場　　所］� 大阪府社会福祉会館　 4階406
［出 席 者］� 奥（きづがわ）、間（みなみ）、

羽多野（北大阪）、小寺（けいは
ん）、中谷（ヘルス）、中尾（福
島）、池田（ほくせつ）、權野（南
大阪）、惣宇利・中村・小山（府
連）　 8 ／11会員・府連　計11
名

［議　　題］� 2017年度第 3四半期までの活動
報告と年度末見通し、2018年度
課題等

3 　ジェンダーフォーラム協議会・学習講演会
開催報告

［日　　時］� 2018年 2 月 4 日㈰� �
10時30分～12時

［場　　所］� ドーンセンター　パフォーマン
ススペース

［参加者］� 5 家族12名（大人 6人、子ども
6人）
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［開催内容］

⑴　開会　司会　協議会委員長　羽多野宏子
⑵　「親子でワイルドあそび」
講　師：�NPO法人ファザーリングジャパン
� 副理事長　和田　憲明さん
・�子どもと仲良くなる 3つの魔法＋α
・�オススメ絵本
・タオルあそび
・�新聞あそび

4 　～おおさかまるごと～健康チャレンジ2017
ゴール集会開催報告

［日　　時］� 2018年 2 月27日㈫� �
14時～16時15分

［場　　所］� ドーンセンター　ホール
［出 席 者］� 13会員、他団体、大阪府、他　

380名

い ず み 6名 よどがわ 1名 こ う べ 1名
きづがわ 36名 み な み 4名 かわち野 72名
けいはん 15名 ヘ ル ス 98名 な に わ 14名
福 島 11名 ほくせつ 2名 南 大 阪 35名
よどがわ 47名 歯科保険協 1名 大和田小 1名
関西共同印 2名 一 般 2名 講 師 1名
府 連 1名 要 員 30名 合 計 380名

［開催結果］

⑴　開会
司　　会：よどがわ保健
開会挨拶：きづがわ
四條畷市長メッセージ紹介
⑵　まとめ報告：かわち野
⑶�　取り組み報告：�なにわ、ほくせつ、けい

はん
⑷　学習講演
みらいクリニック院長　今井　一彰　氏

5 　委員会開催報告

⑴　第 9・10・11回健康チャレンジ実行委員会

○第 9回

［日　　時］� 2018年 1 月19日㈮　15時～17時
［場　　所］� 大阪府社会福祉会館　 4階405
［出　　席］� きづがわ、かわち野、けいはん、

ヘルス、なにわ、ほくせつ、南
大阪、よどがわ保健、関西共同
印刷、府連

［議事概要］�
⑴�　第 8 回実行委員会の開催結果を確認し
た。
⑵�　参加賞、グループエントリー賞の内容と

生協別発注数を確認した。
⑶�　登録および報告書提出の到達状況を確認
した。
⑷�　ゴール集会の内容および運営等を協議し
た。
⑸�　2017年度まとめと2018年度方針を協議し
た。
⑹�　後援団体への報告実務等について確認し
た。

○第10回

［日　　時］� 2018年 2 月16日㈮　� �
15時～16時30分

［場　　所］� 大阪府社会福祉会館　 5階502
［出　　席］� きづがわ、かわち野、けいはん、

ヘルス、なにわ、ほくせつ、南
大阪、よどがわ保健、府連

［議事概要］

⑴�　第 9 回実行委員会の開催結果を確認し
た。
⑵�　参加賞、グループエントリー賞の納品日
等について確認した。
⑶�　報告書提出の到達状況を確認した。
⑷�　ゴール集会の要員配置と任務について確
認した。
⑸�　2017年度まとめと2018年度方針について
協議した。

○第11回

［日　　時］� 2018年 3 月 9 日㈮　� �
15時～16時30分

［場　　所］� 大阪府社会福祉会館　 4階406
［出　　席］� きづがわ、かわち野、ヘルス、

なにわ、ほくせつ、南大阪、よ
どがわ保健

［議事概要］

⑴�　ゴール集会の振り返り
⑵�　2017年度まとめと2018年度開催要項を確
認した。

⑵�　第 3回組織活動委員会

［日　　時］� 2018年 1 月31日㈬　14時～16時
［場　　所］� 大阪府社会福祉会館　 4階406
［出 席 者］� 明山（よどがわ）、酒井（自然

派）、瀬藤（ほくせつ）、杉安（全
労済）、足立・清水・中村・小山
（府連）　以上 8名

［議事概要］

⑴�　11/30「アサーティブ講座」の開催報告を
した。
⑵�　12/19「子どもの貧困に関する取り組み交
流会」の開催報告をした。
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⑶�　各生協のこの間の特徴的な取り組みにつ
いて報告いただき交流した。

〈今後の委員会日程〉
第 4回　 4月19日㈭

⑶　第 4回ジェンダーフォーラム協議会

［日　　時］� 2018年 2 月 4 日㈰� �
12時15分～13時40分

［場　　所］� ドーンセンター　パフォーマン
ススペース

［出 席 者］� 松本・坂井（いずみ）、宮原（よど
がわ）、宮田（エスコープ）、秋山
（こうべ）、中村（自然派）、西浦�
・山﨑（北大阪医療）、岡副（全
労済）、惣宇利・羽多野・中村・
小山（府連）� 以上13名

［議事概要］

⑴�　学習企画「親子ワイルドあそび」まとめ
について、講師の和田さん（ファザーリン
グジャパン関西副理事長）を交え、感想を
交流した。
　・�人集めが大変な時期でもあり参加人数が

少なくて残念。
　・�子ども達が笑顔で遊んでいた。遊びの内

容も魅力的。
　・�ジェンダー的要素が全面には出せなかっ

た。
　・�身近なものを使っての遊びに感心した。

子ども参加企画は初めてで不安があった
が、子ども達が始めから楽しそうにして
いてよかった。

　・�子どもの表情が変わっていくのがわかっ
た。

　・�一つ一つの遊びに意味があることを学べ
た。ジェンダーの視点では育児をお母さ
ん任せにしていてはいけないことを学べ
たのでは。

　・�全力で遊ぶことから子どもが学ぶことを
知った。

　・�自生協での子ども企画の参考になった。
夏ごろに開催したほうが参加しやすいか
と思った。

　・�皆での片付けで子ども達が積極的にやっ
ていた。

　・�子どもと仲良くなるきっかけづくり。遊
びのなかで子どもの判断力や適応力を養
うことを学べた。

⑵�　次年度の活動テーマについて、フリー
ディスカッションした。
　・�親の経済的安定がベースとなっての子育

てがある現状。社会の中で子育てへの理
解を深めないといけない。ジェンダーに
関する世の中の流れを知り研究したい。

　・�少子高齢化が進むなか、高齢世代のジェ
ンダーを考えたい。

　・�対象者が幅広い。男性が育児に関わり夫
婦で子育てするのが当たり前の社会に
なってほしい。

　・�今日の企画に参加された人は、行動して
いる人、外に出てこない「子育てに孤独
を感じている女の人」知ってもらいたい。

　・�そもそもジェンダーとは何かを知って活
動するために学習が必要。色んな世代を
対象にしつつ、年代層の段階に応じて考
えていく。社会制度にも関心を持つこと
も大切。

　・�同世代で出産を控え育児と仕事で悩んで
いる人がいることでより関心を高めた。

　・�大学から大学院へのより勉強をしたいと
思う女性も多い。しかし、女性には結婚
適齢期（25歳）が言われる。男性の適齢
期はどうなのか。男女の結婚適齢期の考
え方について家族が疑問をもっている。

　・�ジェンダーは深く色んな問題に関わるこ
と。高齢者の夫婦問題、シングル世帯、
格差社会、税金の使われ方。マズローの
欲求段階の最低辺の根源的な欲求も満た
されない人がいることが大きな社会問題。

　・�医療の現場ではシングルマザーが多い。
経済的には自立できているが子どもへの
影響を考えると不安。

　・�政府が男とか女とか言わない社会が理想。
⑷　第 4回大規模災害対策協議会

［日　　時］� 2018年 2 月21日㈬� �
14時30分～17時

［場　　所］� 大阪府社会福祉会館　 5階506
［出 席 者］� 藤原・馬本（大阪府）、本多（い

ずみ）、加藤（よどがわ）、岸田
（エスコープ）、宮内（パルコー
プ）、新元（自然派）、肥後（生活
クラブ）、永山（全労済）、三宅
（関西北陸事業連）、柳下（関西
地連）、梶谷（きんき）、中村・小山
（府連）　以上14名

［議事結果］

⑴�　冒頭、大阪府と締結する「災害時におけ
る応急物資供給等に関する協定書」（以下　
物資協定という）に基づく、定期協議を開
催した。大阪府危機管理室　災害対策課　
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災害対策グループの藤原総括主査から、「災
害に備えて」と題して、①豪雨災害につい
て、九州北部豪雨及び大阪の水害、②自助・
共助の重要性と自主防災組織、③府民の皆
様にお願いしていることについてお話いた
だいた。また男女参画・府民協働課　府民
協働グループの馬本主査と、物資協定を更
新について確認した。
⑵�　大学生協関西北陸事業連合で実施した防
災研修について、三宅委員から報告があっ
た。
⑶�　各生協のこの間の取り組みについて交流
した。

い ず み

BCPマニュアル第 5版改訂。自家給油
施設の設置。2018年度はBCM推進新
体制作り、コミュニケーション手段の
整理。宅配臨時企画切り替え手順、事
業所内危険箇所対策、備品・備蓄品の
整備、台風水害手順見直し、新型イン
フルエンザBCP見直し等を計画

よ ど が わ
1月に安否確認訓練実施。 2月に委託
事業者も交え図上演習実施。

エスコープ
関西の生活クラブでBCP作成。MCA
無線配置。安否確認訓練実施。2019年
1 月に図上演習を計画。

パルコープ
福井県豪雪に対する県民生協への応援
派遣。あらたな非常用通信インフラの
検討

自 然 派
備蓄品調査実施。非常勤理事の安否確
認検討。

生活クラブ
大 阪

BCP策定中。関西の生活クラブでBCP
訓練。

全 労 済
防災・減災体験型イベント実施。台風
21・22号および豪雪被害の被災受付・
調査状況。

大 学 生 協
関 西 北 陸
事 業 連 合

BCP図上演習実施。安否確認訓練毎
月。災害ポケットマニュアル作成。
2018年度は初動対応マニュアル整備、
事務所の防災体制整備と備蓄品整理、
教育研修、会員との連携等を計画。

関 西 地 連
雪害被害の状況。大規模災害対策協議
会の2017年度活動及び2018年度組織改
編。

き ん き

宅配事業のBCP検証訓練実施。安否確
認・非難・880万人訓練実施。会員生協
のBCP担当者交流会。風水害対策タイ
ムライン作成。2018年度は夜間休日発
災のシミュレーションを計画。

⑸　第 1回文楽・コンサート実行委員会

［日　　時］� 2018年 2 月28日㈬� �
10時～11時15分

［場　　所］� 大阪府社会福祉会館　 4階406

［出　　席］� 近藤・長尾（よどがわ）、伊藤
（エスコープ）、松岡（パルコー
プ）、白仁田（自然派）、米川（か
わち野）、貴船（学校生協）、杉安
（全労済）、長里・中村・小山（府
連）　以上11名

［議事結果］

⑴　文楽鑑賞のつどい
・�2017年度の取り組み結果について報告が
された。
・�2018年度企画について協議し、以下確認
した。
開　 催　 日： 7月27日㈮
チケット価格：�大人・子供全席共通1,900

円
対 象 年 齢： 4歳以上
落選者対応：割引券配布
予　　　　算：�事業費約250万、支出約

120万円想定。
招　　　　待：�東日本大震災避難者招待　

定員15名
そ　の　他：�災害等による公演中止の

判断基準を継続審議
・�演目決定が 4 月中旬頃になる見込から、
「演目は現在調整中」として、会員生協に
開催案内を 4月初旬に発送する。

⑵　夏休みファミリーコンサート
・�2017年度の取り組み結果について報告が
された。
・�2018年度企画について協議し、以下確認
した。
開　催　日：12月25日㈫　
チケット価格：�大人・子供全席共通2,300

円
対 象 年 齢： 4歳以上
落選者対応：なし
予　　　　算：�事業費約900万円、支出約

300万円想定。
招　　　　待：�東日本大震災避難者招待

1 公演定員15名（計30
名）

そ　の　他：�企画内容は、第 3回実行
委員会から協議する。文
楽の企画案内にて、コン
サートは12月25日開催す
ること予告する。

⑶　今度の日程（予定）
・�今後の日程を確認した。実行委員会開催
日程は、第 3回以降は委員の予定により
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変更する場合あり。
⑹　第 1回生協大会実行委員会

［日　　時］� 2018年 3 月14日㈬　� �
10時～11時15分

［場　　所］� 大阪府社会福祉会館　 4階406
［出 席 者］� 池辺（いずみ）、近藤・加藤（よ

どがわ）、松岡（パルコープ）、
田中・住井（かわち野）、岡副
（全労済）、秋山・小山（府連）　
以上 9名

［議事概要］

⑴�　2017年度の開催結果および実行委員会で
のまとめで出された意見に等について報告
がされた。
⑵　2018年度企画について討議した。
・�開催日程及び場所について確認がされた。
　2018年11月21日㈬　ドーンセンター
・�開催目的について、「会員生協の事業や活
動について、生協の業態や地域を越えて
交流し、府内における生協活動のより一
層の広がりをつくることを目的とする」
ことが確認された。
・�2018年度の開催テーマについて意見交流
をした。出された意見では「人権」「高齢
者福祉」「健康」等のテーマが出された。
あらためて第 2回実行委員会に各委員で
持ち帰り検討することが確認された。
・�第 2 回実行委員会の開催日を、4 /17㈫と
することが確認された。

6 　平成30年度大阪府食品衛生監視指導計画
（案）への意見提出について

　平成30年度大阪府食品衛生監視指導計画（案）へ
の意見募集（ 3月 7日〆切り）について、下記の通
り意見を提出しました。

（意見）
「エ　寄生虫による食中毒対策」に、野生鳥獣肉
（ジビエ）の対策を追記して下さい。
（理由）
野生鳥獣肉（ジビエ）の普及により、取り扱う飲
食店も増えてきています。ジビエを取り扱う場合
の衛生確保、温度管理、十分な加熱等の予防策の
指導を行ってください。
（意見）
「キ　有毒キノコや有毒植物による食中毒対策」に、
乳児ボツリヌス症に関する事項を追記して下さい。
（理由）
平成29年に、はちみつの摂取が原因とされる乳児ボ
ツリヌス症による死亡事故が発生しています。乳児
ボツリヌス症の予防のため、1歳未満の乳児にはち
みつを与えないよう注意喚起を行ってください。

（意見）
「 2　消費者への情報提供等」に、「乳児ボツリヌ
ス症の予防のため、 1 歳未満の乳児にはちみつを
与えない」を追記して下さい。
（理由）
平成29年に、はちみつの摂取が原因とされる乳児
ボツリヌス症による死亡事故が発生しています。乳
児ボツリヌス症の予防のため、 1 歳未満の乳児に
はちみつを与えないよう消費者への情報提供等を
行ってください。

日本生協連、他生協等

7 　関西地連第 4回運営委員会参加報告

○第 4回

［日　　時］� 2018年 2 月 1 日㈭� �
13時～15時30分

［場　　所］� 名古屋栄東急REIホテル　 2階　
メイプルルーム

［出　　席］� 運営委員32名、日本生協連・理
事監事 9名、オブザーバー 6名

［議　　題］

■理事会報告事項
《全体概況報告》
1．日本生協連2017年12月度概況報告
《コープ共済連関連》
2 �．コープ共済連2017年事業進捗状況（12月
度）

■協議事項
1 �．第68回通常総会予定議案の協議「全国生
協の2017年度まとめと　
　2018年度活動方針決定の件（一次案）
■理事会報告事項
3 �．一般活動報告
《運営・組織関連》
4 �．第68回通常総会予定議案の協議「役員選
任規約の一部変更の件」
5 �．「次期ビジョン」策定に関わる進め方と
「2030年ビジョン検討委員会」設置承認の件
6 �．2018年地区別・総会議案検討会議開催承
認の件
7 �．2018年度日本生協連機関会議等の日程に
ついて
8 �．ヒバクシャ国際署名の取り組み状況につ
いて
9 �．東日本大震災復興支援の取り組みについ
て
10�．東日本大震災復興支援の2020年までの方
針について
11�．平成30年度税制改正要望の結果について
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12�．厚生労働省への「介護報酬改定に対する
要望書」提出について
13�．エネルギー基本計画改定に向けた情勢と
当面の取り組みについて
14�．「生活保護基準の見直しに関する要望書」
について

《管理関連》
15�．2018年 1 月21日付組織変更および幹部人
事について
16�．日生協健康保険組合第131回理事会・第85
回組合会報告の件
【関西地連協議事項】（報告と質疑）
1 �．関西地連の2017年度まとめと2018年
度重点課題（第一次案）
2 �．「関西広域連携プログラム」および
「大規模災害対策協議会規程」の廃止
と大規模災害対策協議会の持ち方の変
更について

【関西地連報告事項】（報告と質疑）
1．地連主要活動日誌
2．2017年度第 3回運営委員会開催報告
3．会議・学習会等の開催報告
⑴�　2017年度第 2回組織委員会
⑵�　2017年度第 2回機関運営担当者交
流会
⑶�　2017年度第 2回大規模災害対策協
議会

4．関西地連供給速報
5．CO・OP共済活動報告（文書報告）

8 　関西地連第 4回県連活動推進会議参加報告

［日　　時］� 2018年 2 月 1 ㈭� �
15時45分～17時45分

［場　　所］� 名古屋栄東急 REI ホテル 3 階　
ローズルーム

［出　　席］� 12府県連12名、日本生協連・関
西地連 4名

［議　　題］

《本部議題》
⑴　地連運営委員会の議題について
　 1）�協議事項「全国生協の2017年度まとめ

と2018年度活動方針決定の件（一次
案）」について意見交換

　 2）�（情報提供）ヒバクシャ国際署名　今後
の進め方を受けての日本生協連の考え
方について

⑵　報告事項
　 1）�2018年 3 生協連賀詞交歓会開催報告
　 2）�全国方針検討集会開催報告

《地連議題》
⑴�　活動交流　「各府県連2018年度方針と重
点課題について

《地連報告》
⑴　地連企画について
⑵　総会データ集の点検のお願い
⑶　次回、次々回県連活動推進会議について

9 　近畿農政局と近畿地区生協府県との意見交
換会参加報告

［日　　時］� 2018年 2 月27日㈫　14時～17時
［場　　所］� コープ御所南ビル 4 階会議室

（京都）
［出 席 者］

【近畿農政局】
新井局長、小林局次長、畠消費・安全部長、
山本生産部生産振興課長、宮路経営・事業支
援部地域食品課長、吉田消費・安全部消費生
活課長、柴田消費生活課課長補佐、米田消費
者行政専門官、片岡農政業務管理官、宮﨑企
画情報係長
【近畿地区生協府県連協議会】
上掛・高取・酒向・川端（京都府連）、藤田
（滋賀県連）、中野・新田・清水（奈良県連）、
新保・岡本・田中・三輪（兵庫県連）、藤井
（和歌山県連）、平山（わかやま市民）、北村
（関西地連）、小林（全国大学生協連関西北陸
ブロック）、森（いずみ）、足立・清水（大阪
府連）　以上30名

［議　　題］

⑴　開会挨拶
近畿地区生協府県連協議会
� 上掛　利博　様
近畿農政局長� 新井　　毅　様
⑵　近畿農政局からの情報提供
「我が国の食料・農業・農村の動向と近畿農
業について」
・�農林水産業・地域の活力創造プランの
策定とプランの改定
・�農業競争力強化プログラムと支援法、
他

⑶�　各府県の生協からの取り組み事例の紹介
と意見交換
①�「いっしょに食べよう！～子ども食堂を
通した共食の場づくり～」
� （コープこうべ）
②�「大阪いずみ市民生協の農福連携の取り
組みについて」� （大阪いずみ市民生協）
③�「大学生の食事情」
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� （全国大学生協連関西北陸ブロック）
④�資料提供
・�ならコープ
「子ども食堂等への食材提供の状況、
2016年度事業系廃棄削減の取り組み」
・�コープしが
「滋賀県との地産地消・食育推進等の連
携協定」
・�わかやま市民
「平成29年度食育推進事業の取り組み」
・�京都生協
「CSRレポート2017事業・社会・環境
活動」
・�日本生協連
「生協の社会的取り組み報告書2017」

10　第 3回近畿地区生協府県連協議会参加報告

［日　　時］� 2018年 3 月12日㈪� �
13時30分～17時

［場　　所］� 奈良ロイヤルホテル
［出 席 者］� 森・辻・新田・清水・伊藤（奈

良）、田中・三輪（兵庫）、樫尾
（福井）、藤田（滋賀）、高取・酒
向（京都）、上田・藤井（和歌
山）、元山（KC’S）、北村（関西
地連）、浦田（ろうきん）、中村・
小山（府連）以上18名

［議　　題］

⑴�　第30回近畿地区生協・行政合同会議につ
いて
2018年 8 月29日㈬　13：30～17：00　
� 終了後懇親会
琵琶湖ホテル「瑠璃」
⑵�　平成29年度地方消費者フォーラムinおお
さか開催報告
⑶�　2017年度近畿農政局との意見交換会開催
報告
⑷�　各府県生協連からの報告と意見交流
⑸�　日本生協連からの報告・共有化事項につ
いて
⑹�　消費者支援機構関西（KC’S）からの活動
報告と意見交流
⑺�　近畿労働金庫からの活動報告と意見交流
※2018年度協議会日程
　第 1回　 7月 9日㈪　和歌山
　第 2回　10月 5 日㈮　福井
　第 3回　2019年 3 月15日㈮　京都

11　CO・OP火災共済連絡会議参加報告

［日　　時］� 2018年 3 月 2 日㈮　15時～17時
［場　　所］� TKP ガーデンシティ東梅田　

梅田セントラルビル 7階 7 C
［出　　席］� 江川・工藤（いずみ）、照屋（パ

ルコープ）、高橋（よどがわ）、�
山口（泉南）、肥後（生活クラ�
ブ大阪）、桜井・平尾・田邊・�
永山・岡副・杉安・高西（全労
済）飯田・平田（全労済関西統
括）、中村（府連）以上16名

［議　　題］

⑴�　2017年度活動の振り返りと保有契約分析
について
　①�　2017年度活動の振り返り
　②�　推進活動強化企画　推進状況（新規契

約）
　③�　保有契約の分析
⑵�　共済推進に関する意見交換
　①�　CO・OP火災共済推進の現況や今後の

取り組みについて
　②�　共済推進スタッフの共済制度理解度に

ついて
　③�　組合員への周知活動（加入へのきっか

け）等について
⑶�　2018年度CO・OP火災共済手数料改定と
推進活動強化企画へのエントリーについて
　①�　2018年度手数料改定について
　②�　新規契約と保有契約の業務委託手数料

推定について
　③�　推進活動強化企画へのエントリーと業

務委託契約書の締結にむけて
⑷�　防災・減災啓発の活動について
　①�　南海トラフ巨大地震～そのとき何がお

こるのか～
　②�　生協の地域活動、各種イベント、店舗保
障相談会における防災・減災啓発の活動

　③�　地域活動へのワークショップ（ママ防
災企画）の提供について

⑸�　その他

会員及び友誼団体等

12　消費者支援機構関西（KC’s）報告

［日　　時］� 2018年 1 月25日㈭　� �
18時～20時30分

［場　　所］� 日本生協連関西地連 4階・会議
室
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［出　　席］� 理事14/15名、監事 0 / 2 名、検
討委員会・事務局等 5名

［概　　要］

⑴�　生命保険；「要請その 5」案について、執
行することを確認した。
⑵�　鍵；「再々お問合せ」案ついて、全体の文
面を変更し執行することを確認した。
⑶�　消費者支援機構関西の報酬のあり方につ
いて
⑷�　兵庫県よりの「消費者（大学生等）・事業
者・行政によるワークショップに対する後
援名義使用の承認申請について」への対応
について

［日　　時］� 2018年 2 月26日㈪　18時～21時
［場　　所］� 日本生協連関西地連 4階・会議

室
［出　　席］� 理事14/15名、監事 1 / 2 名、検

討委員会・事務局等 6名
［概　　要］

⑴�　金融商品；「お問い合わせ」未回答 3社に
対する「ご連絡」案、及び金融商品取扱証
券会社に対する「ご連絡」案について、執
行することを確認した。
⑵�　結婚相談所；「証拠保全申立」に係る事項
について執行することを確認した。
⑶�　スポーツクラブ；「お問い合わせ」案につ
いて執行することを確認した。
⑷�　機能性表示食品表示；葛の花イソフラボ
ンを機能性関与成分とする機能性表示食品
販売事業者16社への「再送付文書」案につ
いて一部文書修正し執行することを確認し
た。
⑸�　㈱通販新聞社からの「取材のお願いにつ
いて」への対応について
⑹�　2018年度通常総会議案について
⑺�　「報酬のあり方」及び「団体正会員も会費
減免の方向性」議論のすすめ方について
⑻�　大阪府消費生活センターとの消費生活相
談情報の提供と利用に関する覚書締結につ
いて

13　なにわの消費者団体連絡会報告

○ 1月度幹事会

［日　　時］� 2018年 1 月25日㈭　� �
10時30分～12時30分

［場　　所］� 消費者支援機構関西　事務所会
議室

［出　　席］� 6 団体
［議　　題］

⑴�　平成30年度　調査・研究のテーマについ
て
⑵�　大阪府消費生活センターとの意見懇談会
議事録について
⑶�　平成29年度地方消費者フォーラムinおお
さかについて
⑷�　平成29年度全国消費者フォーラムについ
て
⑸�　その他報告

○ 2月度幹事会

［日　　時］� 2018年 2 月21日㈬　� �
13時30分～16時

［場　　所］� 消費者支援機構関西　事務所会
議室

［出　　席］� 6 団体
［議　　題］

⑴�　平成29年度活動報告案について
⑵�　平成30年度�活動計画案について
⑶�　 3 月度幹事会開催日変更について
⑷�　平成29年度地方消費者フォーラム in�お
おさか」に参加感想�
⑸　その他報告

○ 3月度幹事会

［日　　時］� 2018年 3 月15日㈭　10時～12時
［場　　所］� 消費者支援機構関西　事務所会

議室
［出　　席］� 6 団体
［議　　題］

⑴　平成30年度�活動計画案について
⑵　15回総会について
⑶　その他報告

14　全大阪消費者団体連絡会報告

［日　　時］� 2018年 2 月 8 日㈫� �
18時～19時30分

［場　　所］� 消団連　会議室
［概　　要］

　　【報告事項】

⑴�　専門委員会の活動
　・�消費者安全法に基づく地域見守りネット

ワークの状況を調査する。2 / 7 交野市を
訪問する。消費者被害のツールとなる
SNS、スマートフォン、インターネット
をテーマに学習会を計画する。

　・�遺伝子組換え食品の表示問題についてパ
ブリックコメントに備え、学習会を計画
する。大阪府の平成30年度食品監視指導
計画案へのパブリックコメントに、意見
提出の準備をする。
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　・�エネルギー基本計画の見直しに向けてパ
ブリックコメントに備え、学習会を計画
する。エネルギー問題に対して、原発の
コスト、石炭火力発電のコストとリスク
問題の学習会を計画する。大阪府内自治
体の水銀含有一般廃棄物の処理法に関す
る調査活動を計画する。
⑵�　組織・財政の現況と対策
　・�機関紙サイクル　 1減　 1月末752部、

1月度決算報告
⑷�　加盟団体の活動等
　・�地球環境市民会議（CASA）では、

3 / 3 に再生可能エネルギーについて、
FIT制度と、系統連係の問題をテーマ
に学習会を開催する。

　・�不招請勧誘規制を求める関西連絡会で
は、消費者契約法の改正に「つけ込み
型勧誘規制」を盛り込むべきとの意見
書採択を、大阪府議会に続き、大阪市
議会、堺市議会に要請する。

　【協議事項】

1 ）�2018年度総会日程について
2）�機関紙サイクルの編集・拡大等について
3）�エネルギー基本計画に係る学習会の共催
ついて

［日　　時］� 2018年 3 月 7 日㈬� �
15時30分～17時20分

［場　　所］� 消団連　会議室
［概　　要］

【報告事項】
⑴�　専門委員会の活動
　・�2 / 7 消費者安全法に基づく地域見守り

ネットワークの状況調査で交野市を訪
問。月 1の会議で消費者被害事案の共有
等をし、警察との連携も図っている。

　・�第 3 期大阪府食の安全安心推進計画（案）
に 6点の意見を提出、全ての意見が反映
され計画が修正された。

　・�エネルギー基本計画の見直しに向けてパ
ブリックコメントに備え、学習会を以下
開催する。
5月24日㈭　13：30～16：00
エルおおさか南館734室
講　師：龍谷大教授　大島堅一氏、
　　　　�気候ネットワーク研究員　
� 山本元氏

⑵�　組織・財政の現況と対策
　・�機関紙サイクル　 2減　 2月末750部、2

月度決算報告

⑷�　加盟団体の活動等
　・�TPPプラスを許さない！全国行動は 3 /31
明治大学でシンポジウムを開催。

　・�消費税の増税に反対する関西連絡会は
3 /16に国会要請行動をする。

　　　【協議事項】

1 ）�2018年度総会日程について（ 9 /22）
2 ）�機関紙サイクルの編集・拡大等について
3）�2018年度予算について
4）�大阪府食品衛生監視指導計画（案）への
意見について

5）�消費者契約法改正案への対応について
6）�大阪府職労からの申入れについて
7）�大阪自治体問題研究所の次期役員派遣に
ついて

15　第12回おおさか災害支援ネットワーク参加
報告

［日　　時］� 2018年 2 月27日㈫　� �
13時30分～17時15分

［場　　所］� 日本赤十字社大阪府支部　 3階
会議室

［出　　席］� 大阪府市町村社協、NPO団体
等30団体45人

［内　　容］

⑴　開会挨拶　
⑵　世話役団体からの報告・意見交換
　①　世話役会新団体のご報告
　②　台風21号災害の総括
⑶�　おおさか災害支援ネットワークのあり方
について
　①　規約（案）について
　②　災害支援要項（案）について
⑷　ワークショップ（前半）
　「連携会議ロールプレイ」
　①　趣旨説明
　②　各団体から報告
　③　全体調整
⑸　ワークショップ（後半）
　①�　テーマ別に分かれて、課題解決のため

の調整
⑹　全体共有
　①�　ワークショップを通じて気づいた点課

題グループで振返り
　②　全体共有
⑺　情報共有
⑻　閉会挨拶
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16　第 2回くらしクリエイトフォーラムin関西
第 3回実行委員会参加報告

［日　　時］� 2018年 2 月21日㈬　� �
10時30分～12時

［場　　所］� KC’s会議室
［出　　席］� 安全食品連絡会、NPO法人消

費者支援機構関西、NPO法人
消費者情報ネット、全大阪消費
者団体連絡会、日本消費者連盟
関西グループ、大阪府生協連

［内　　容］

⑴�　前回実行員会確認事項　
⑵�　前回実行員会以降の参加意向団体等の状
況
⑶�　企画内容の検討
　①�　各実行委員会団体からのプログラム提

案
⑷�　次回実行委員会日程

17　大阪府ボランティア・市民活動センター第
2回運営委員会報告

［日　　時］� 2018年 3 月 5 日㈪　� �
10時30分～12時15分

［場　　所］� 大阪府社会福祉指導センターボ
ランティアホール

［出　　席］� 15名（18名中）
［議　　題］

⑴�　大阪府ボランティア・市民活動センター
平成29年度事業報告（案）について
⑵�　大阪府ボランティア・市民活動センター
平成30年度事業　　計画（案）について
⑶�　その他

行政等

18　大阪府食の安心安全推進協議会参加報告

○�第11回大阪府食の安全安心推進協議会情報発信

評価検証部会報告

［日　　時］� 2018年 1 月26日㈮　� �
10時～11時45分

［場　　所］� ホテルプリムローズ大阪　 3階　
高砂の間

［出　　席］� 7 名（ 9名中）
［議　　題］

⑴　大阪府の食に関する情報発信について
⑵　メールマガジンの活用について
⑶�　「第 3 期大阪府食の安全推進計画（案）」
について

⑷　報道提供について
⑸　その他

○�第20回大阪府食の安全安心推進協議会報告

［日　　時］� 2018年 2 月22日㈭　10時～12時
［場　　所］� ホテルプリムローズ大阪　 2階　

鳳凰（東）の間
［出　　席］� 20名（22名中）
［議　　題］

⑴�　大阪府食の安全安心推進協議会部会の実
施報告について
⑵�　「第 2 期大阪府食の安全安心推進計画」
の進捗状況について
⑶�　「第 3 期大阪府食の安全安心推進計画」
の策定について
　（諮問）
⑷�　その他

［概　　要］

⑴�　第15回～18回事業者あり方検討部会での
大阪版食の安全安心認証制度とHACCPの
推進についてなど部会長の小田氏から報告
された。
　また、第10回情報発信評価検証部会大阪
府の情報発信についてと大阪府食の安全安
心メールマガジンについて部会長の音田氏
から報告されました。
⑵�　第 2期大阪府食の安全安心推進計画の実
施状況が報告された。
⑶�　第 3期大阪府食の安全安心推進計画の策
定について、食の安全安心推進協議会へ諮
問された。
⑷�　その他の質問意見が交流された。

19　平成29年度大阪府消費生活協同組合優良
役職員知事表彰授与式

［日　　時］� 2018年 2 月15日㈭　15時～16時
［場　　所］� ドーンセンター　 3階　男女参

画・府民協働課　大会議室
［出　　席］

【受賞者】
大阪いずみ市民生協　　　北辻　　寛さん
大阪いずみ市民生協　　　寺内　昭則さん
大阪府民共済から 1名

【大阪府】
江島府民文化部次長、長澤男女参画・府民
協働課長、馬本主査、廣瀬担当

【府　連】
惣宇利、中村、小山
　なお、大阪府連からは副賞（カタログギフ
ト 8千円分）を贈呈しています。
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20　平成29年度地方消費者フォーラムinおおさ
か参加報告

○�近畿ブロック地方消費者フォーラム第 3回実行

委員会報告

［日　　時］� 2018年 1 月19日㈮� �
13時30分～15時35分

［場　　所］� 日本生協連関西地連 4階会議室
［実行委員］� 消費者庁、消費者ネットしが、

滋賀県生協連、コンシューマー
ズ京都、京都府生協連、消費者
情報ネット、全大阪消団連、
KC’s、大阪府生協連、なに消、
NACS、関消協、ひょうご消費
者ネット、Cキッズ、兵庫県生
協連、なら消費者ねっと、奈良
県生協連、消費者ネットわかや
ま、和歌山県生協連、大阪府、
大阪市、日本生協連（オブザー
バー）

［概　　要］

⑴�　前回実行委員会以降の事務局の動きと進
捗状況
⑵　当日プログラムの概要確認
⑶　当日運営プログラム確認
⑷　グループトークのテーマと進め方
⑸�　当日役割分担、アンケート内容確認、そ
の他

○�平成29年度地方消費者フォーラムinおおさか参

加報告

　地方消費者フォーラムは、地域で消費者問題
に携わる消費者団体や行政をはじめとする多様
な主体が、相互に情報交換を行うことで、交流
と連携を深め、地域での活動展開につなげてい
くことを目的としています。地域全体の消費者
問題解決力の向上のためには、地域の多様な主
体が連携・協働し消費者問題に関する取組を進
めることが有効です。そのきっかけの場として
今年度は食品の原材料、栄養成分、アレルゲン
などの表示ルールが変わりました。「健康食品」
の広告もあふれています。食品の由来を読み解
く情報が“表示”をテーマに消費者庁との共催
で大阪府にて開催されました。
［日　　時］� 2018年 1 月29日㈪　� �

11時～16時20分
［場　　所］� 新大阪丸ビル別館10階
［出 席 者］� 251名
［概　　要］

11：00～16：20　　壁新聞交流会（16団体）

13：00　　開会挨拶
13：05　　消費者庁取り組み報告　
� 橋本　次郎審議官
13：25　　講演「なんかへ変？こんな表示」
　　　　　群馬大学名誉教授高橋　久仁子氏
14：55　　事業者の取組報告
　　　　　「うちとこの表示はこんなんです」

日本ハム株式会社　デリ商品事業
部コンシューマー
商品部販促企画課　川口�徳子氏
株式会社日清製粉グループ本社
CR室長　南澤　陽一氏

15：25　　グループトーク
16：20　　閉会

21　平成29年度豊かな環境大阪府民会議総会参
加報告

［日　　時］� 2018年 2 月24日㈯　14時～16時
［場　　所］� 大阪府公館大サロン
［出　　席］� � （敬称略）
〈学識経験者〉
大阪教育大学教育学部教授
� 石川　聡子（副議長）
大阪産業大学大学院人間環境学研究科教授
� 花田眞理子

〈事業者団体〉
大阪商工会議所、大阪府中小企業団体中央
会、日本チェーンストア協会関西支部

〈関連団体〉
地球環境関西フォーラム、大阪府地球温暖化
防止活動推進センター、大阪自動車環境対策
推進会議、大阪美しい景観づくり推進会議

〈府民団体〉
大阪エイフボランタリーネットワーク、ガー
ルスカウト大阪府連盟、国際ソロプチミスト
大阪、国際ロータリー第2660地区、なにわの
消費者団体連絡会、日本青年会議所近畿地区
大阪ブロック協議会、日本ボーイスカウト大
阪連盟、日本野鳥の会大阪支部、大阪府生協
連

〈行政〉
大阪府（事務局）、大阪市、堺市、高石市（市
長会会長市）

［議　　題］

⑴�　「おおさか環境デジタルポスターコンテス
ト」表彰式
⑵�　平成29年度「豊かな環境づくり大阪行動
計画」実践活動事業実績報告
⑶�　平成30年度「豊かな環境づくり大阪行動
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計画」骨子案について
⑷�　平成30年度「豊かな環境づくり大阪行動
計画」実践活動事案について

22　平成29年度関西災害時物資供給協議会総
会参加報告

［日　　時］� 2018年 3 月 9 日㈮　� �
14時30分～16時30分

［場　　所］� 兵庫県民会館11階パルテホール
［参加団体］� � 下線は幹事団体
〈物流関係事業者〉
佐川急便、日本通運、ヤマト運輸、朝日航
洋、トラック協会（滋賀、京都、大阪、兵
庫、奈良、和歌山、徳島、鳥取）、倉庫協会
（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山、
徳島）

〈流通事業者〉
イオンリテール、国分グローサーズチェー
ン、NPO法人コメリ災害対策センター、セ
ブン－イレブンジャパン、ファミリーマー
ト、ポプラ、ミニストップ、ローソン、な
らコープ、わかやま市民生協、とくしま生
協、生協府県連（滋賀、京都、兵庫、奈良、
和歌山、大阪）

〈メーカー事業者〉
アサヒ飲料、エースコック、大塚食品、大
塚製薬、キリンビバレッジ、コカ・コーラ
ウェスト、サントリーフーズ、総合サービ
ス、ダイドードリンコ、日清食品ホール
ディングス、ハウス食品グループ、ハマネ
ツ、P＆Gジャパン、森永乳業、山崎製パ
ン

〈関西広域連合及び構成府県市〉
関西広域連合、滋賀県、京都府、大阪府、
兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、徳島
県、京都市、大阪市、堺市、神戸市

〈オブザーバー出席〉
海上自衛隊、近畿地方整備局、人と防災未
来センター

［次　　第］

⑴�　平成29年度関西災害時物資供給協議会活
動報告
①�　関西広域応援訓練（図上・実動）実施
結果報告
②�　平成30年度関西広域応援訓練について
③�　会員企業のおける災害支援の活動及び
関西広域応援訓練参加に係る事例発表
・�山崎製パン、総合サービス

⑵�　情報提供
①�　期間的物資拠点 0 次物資拠点運用マ
ニュアルについて
　関西広域連合
②�　関西圏における大規模災害時の多様な
輸送手段を活用した支援物資物流に関す
る調査について
　近畿運輸局
③�　神戸市における災害時物資供給に関す
る取組みについて
　神戸市
④�　大規模広域災害発生時の物資輸送に係
る陸上輸送手段の確保について
　海上自衛隊
⑶　質疑応答

23　おおさかスマートエネルギー協議会参加報告

［日　　時］� 2018年 3 月19日㈪　15時～17時
［場　　所］� 大阪府咲洲庁舎30階　共用会議

室
［出席団体］

【府民団体】
なにわの消費者団体連絡会、関西消費者連
合会、大阪府生協連

【事業者団体】
関西経済連合会、大阪商工会議所、大阪府
中小企業団体中央会

【エネルギー供給事業者】
関西電力、大阪ガス、オリックス

【市長村】
大阪市、堺市、門真市、河南町

【大阪府】
環境農林水産部エネルギー政策課

【オブザーバー】
近畿経済産業局、近畿地方環境事務所、大
阪府地球温暖化防止活動推進センター

【ファシリテーター】
ひのでやエコライフ研究所
代表取締役　鈴木　靖文　氏

［議　　題］

⑴�　今年度の協議会開催結果について（部門
会議の報告）
⑵�　来年度の協議会のテーマ及び進め方等に
ついての意見交換
⑶�　今年度の電力需給結果について
⑷�　国の制度整備状況等について



【 3月24日　バスで大阪へ】

　 3月24日㈯福島県郡山市のJR郡山駅前を夜 9時に出発し、貸切大型バスで大阪へ。

14 　� 　

福島の子ども保養プロジェクト

コヨット！inおおさか
2018春 を開催しました。

　東日本大震災被災地支援の取り組み、福島の子ども保養プロジェ
クト「コヨット！inおおさか2018春」を、福島県から小学生20名を
招き開催しました。
　服部緑地公園でのレクリエーション大会、ダスキンミュージアム、
ハグミュージアム（大阪ガス）、京セラドーム大阪、USJと、大阪
で元気いっぱい、あそびました。

■行　程 �

3 月24日㈯　夜 9時、福島県郡山市をバスで出発
3月25日㈰　服部緑地でレクリレーション大会、ダスキンミュージアム
3月26日㈪　大阪ガスのハグミュージアム、京セラドーム大阪見学ツアー
3月27日㈫　ユニバーサル・スタジオ・ジャパン
　　　　　　夜 9時に大阪を出発
3月28日㈬　朝、福島県郡山市到着・解散



【 3月25日　服部緑地、ダスキンミュージアム】

　滋賀県の名神高速道路「多賀サービスエリア」で

朝食・洗顔等を行い、朝 8時過ぎにJR大阪駅前に到

着。大学生スタッフと合流し、大阪のバスに乗換え

て、豊中市の「服部緑地」へ移動しました。

　服部緑地では、大学生スタッフによる大学対抗レ

クレーション大会です。大阪樟蔭女子大学の「名前

50音順・誕生日順早並び替え、リレー式絵しりと

り」、近畿大学の「人間知恵の輪、風船ラリー」、大

阪教育大学の「猛獣狩りゲーム、大縄跳び、借り物

競争」で盛り上がりました。

　服部緑地からバスで15分ほど移動し、ダスキン

ミュージアムに到着。お昼ごはんを食べ、おそうじ

に関わる歴史や知識を学習しました。そして施設内

のミスドミュージアムでドーナツ手づくり体験をし

ました。出来立てのドーナツを本当においしかった

です。

　再びバスで関西大学に移動し、関西大学生協のレ

ストランで夕食を食べ、宿舎の「ロッジ舞洲」へ、

お風呂に入り、大阪の一日目が終わりました。

【 3月26日　ハグミュージアム、たこ焼きパーティ、京セラドーム大阪】

　 6時30分に起床し、朝ごはんを食べて、 9時にロッジ舞洲を出発しました。小一時間ほどで

大阪ガスの「ハグミュージアム」に到着しました。ガスについての学習、最新のコンロを使用

し簡単な調理、火おこし体験をしました。キッチンスタジオで、昼食を兼ねてたこ焼きパー

ティ。自分たちで焼いた熱々のたこ焼きをたくさん食べました。�
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　ハグミュージアムの隣にある「京セラドーム大阪」

に歩いて移動。普段は入ることが出来ない、グラン

ド、ベンチ、ブルペンを見学しました。

　ロッジ舞洲に戻り、お風呂、晩ごはん、明日の準

備をし、就寝。

　いよいよ明日は、一番の楽しみにしているユニバー

サル・スタジオ・ジャパンです。

【 3月27日　USJ！（ユニバーサル・スタジオ・ジャパン）】

　昨日より早く 6時に起床し、チェックアウトの準

備を済ませて朝ごはん。 8時にロッジ舞洲を出発し、

8時15分にUSJに到着しました。この日は開門が早

く、既に多くの人が入園していました。

　男女別に別れ、更に小グループにし、夕方の再集

合まで自由に行動しました。各グループで工夫し、

園内をまわり、おみやげも購入し、 5時30分におな

じみの大地球儀の前に再集合。記念撮影のあとUSJ

のすぐとなりにある新日鐵住金製鋼所に行き、社員の方が使われている浴場と食堂をお貸しい

ただき、お風呂と夕食をとりました。夕食後は最後の荷物の整理と、感想用紙を書きました。

9時に製鋼所を出発し、最寄りの駅で、学生スタッフとお別れをし、大阪を出発しました。

【 3月28日　福島県郡山市に到着】

　子ども達もぐっすり寝て、バスも順調に走行し、予定より少し早く、JR郡山駅前に到着しま

した。保護者がお迎えに着た子から順番に帰り、 7時過ぎに解散しました。

16 　� 　
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防災・減災学習交流会を開催しました

　 3月30日㈮、大阪府社会福祉会館にて、防災・減災学習交流会を開催し、42名が参加しまし

た。

　東日本大震災から 7年、熊本地震から 2年を迎えるなか、震災を風化させず、また被災地の

様々な経験から学び、自らが災害にあった時にどのように行動するかを学習することを目的に、

避難所運営ゲーム（HUG）開催しました。

　同ゲームは、避難者の年齢、性別、国籍やそれぞれが抱える事情が書かれたカードを、避難

所に見立てた平面図にどれだけ適切に配置できるか、また避難所で起こる様々な出来事にどう

対応していくかを模擬体験するゲームです。

　参加者が 6～ 7人の小グループに分かれ、大阪市社会福祉協議会、大阪市ボランティア・市

民活動センターの浜辺隆之さんの進行でゲームを行いました。

　各グループは、仮想避難所の運営グループメンバーとして、カードによる状況付与に対し、

協議しながら対応をしていきました。約80分のゲームの後、各グループから報告がされ、グルー

プそれぞれの対応の違いを学びあいました。

　避難所運営には、お年寄りや子ども等、生活弱者への対応や、女性へのケアが重要といわれ

る中、共助の大切さをあらためて学ぶことが出来ました。



18 　� 　

   大阪府生協連ジェンダーフォーラム協議会

サラダボウル
　～ひとりひとりが輝いて～

ワークライフバランス　「これまで」と「これからも」

生活協同組合コープこうべ

大阪北地区活動本部

牧　　　圭　介

　今から30年以上も前の話です。私が生協に入所し宅配の地域担当として配属された当時、支

部（現協同購入センター）には、女性の地域担当はおらず、”おとこ”の職場でした。しかし 4

年後の1988年には、初の女性地域担当が誕生し、時を同じくして米の袋が10kgから 5 kgに統

一されるなど様々な改革が行われたのを記憶しています。現在では女性の地域担当は当たり前

になり、全体の約 1 / 4 にあたる373人の女性地域担当が各地で活躍しています。コープこうべ

では、ワークライフバランスという言葉もなかったころから制度の改革や職場環境の見直しを

進めてきました。この誌面では、人事制度の改革を中心に、コープこうべのワークライフバラ

ンスの取り組みをご紹介させていただきたいと思います。

①　取り組みの背景

　かつてのご用聞きの供給活動から店舗展開に転じた1960年代後半に、女性を多く採用するよ

うになりました。そして、結婚、出産をする職員の増加に対応するように、子育て支援などの

制度の整備が進んでいきました。育児休職制度が設けられたのは70年代のこと。全国的にも先

進的な取り組みを進めるうちに、職員にとって働きやすい職場がおのずと整っていきました。

②　これまでの取り組み

　一連の制度を大きく見直したのが1992（平成 4）年。正職員（現総合職員）の育児休職期間

を、それまでの子どもが 1歳に達するまでから 3歳にまで延長しました。同時に、続けて出産

する場合、最大 5年まで連続休職が取れるようにしました。さらに子どもが小学校に就学する

前までであれば、勤務時間を最大で 2時間半短縮できる育児時短制度を導入し、保育所への送

り迎えをしやすくする等、育児に関する制度を整備しました。

　制度の改善は、労働組合との話し合いで進められますが、「スキルを蓄えた優秀な職員が辞め

てしまうのは、組織にとっても大きな損失」と、実態や職員の声を集め、制度に活かす努力も

続けてきました。例えば、育児時短制度については、制度の取得上限となる子どもの小学校就

学前および学童保育の対象から外れる小学 4年生に達する時期に、特に女性職員の退職者が多

いという実態を踏まえ、2008（平成20）年には小学 4年生の年度末まで延長することにしました。

　育児休職取得期間の平均は約 2年と長いのが特徴ですが、半面、長期に休職した後、いかに

円滑に職場復帰を進めるかが課題となっています。復職前の面談では、本人から育児環境や希
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望する働き方をヒアリングし、必要に応じて時短制度の活用を紹介するなど、スムーズな復職

を後押ししています。

　また、「長い間休んでいると状況も変わる。復帰後に仕事についていけるか不安」との声があ

ることを受け、休職中は月に 2回社内報などを送る一方、情報の共有を図れるように年に 2回

休職者たちが自主的に集まる機会を設けるなど、支援を続けてきました。さらに、「集まりに来

られないケースもある。様々な場を用意することで不安を和らげていければ」と、情報共有の

場をネット上にも開設しました。

　最近の取り組みとしては、協同購入（宅配）センター

内に、小さな子どもさんをお持ちの職員が安心して働

くことができるよう託児所の開設を進めています。現

在、 2か所に広がり、新たな人材の採用につながって

います。また、若手職員の有志による「育児と仕事の

両立のための教えあい・相談セミナー」や「子育てや

仕事についてざっくばらんに話し合う会」等も盛んに

行われています。これらの集まりは、事業部や人事も

運営をバックアップし、社内SNSなどで告知して育児

に関心がある職員であれば休職中でも、だれでも自由

に参加できるものです。（右ポスター参照）

　介護休職制度の歴史も古く、育児関連制度を大きく

見直した1992（平成 4）年には、国が義務付ける前に、

最長で 1年休める介護休職制度も整備しています。介

護休職の取得者はまだそれほど多いわけではありませ

ん。介護に関する諸制度の利用は、育児の制度のように、こちらからは取得を勧めにくいとこ

ろもあります。職員が気兼ねなく取得できるような仕組みを考えていきたいと次の課題を見据

えています。

③　取り組みに伴う効果や職員の変化

　働きやすい職場として、就職を目指す学生の注目度も高く、「新卒採用では、安心して長く働

き続けられることを理由に、コープこうべを選んでもらうケースも多かった」と採用担当者は

話します。

　長い取り組みの中で、各種制度はすっかり定着しました。「育児休職を取得することは当たり

前という意識」が根付いており、出産する職員のほぼ全員が制度を利用して復帰しています。

④　これからの取り組み

　さらに、働きやすい環境の整備を目指して、2018年度には、育児・介護などのライフイベン

トへの支援に関わる人事制度の改定を予定しています。例えば、「配偶者出産時休暇」制度の拡

充、「妊活（不妊治療）」・「育児・出産」を理由に、年休を消化してもなお休暇が必要な場合に、

一定期間休暇を取得できる制度、フルタイムで働く雇用区分の職員向けの短時間勤務制度の運

用開始などです。

　今後もコープこうべでは、生協らしく、職員同士が助け合って心身ともにイキイキと長く働

き続けられる労働環境の整備を目指し続けます。



20 　� 　

ス ケ ジ ュ ー ル

4 月
5 日	 関西地連第 5回運営委員会
5日	 日本生協連・コープ共済連近畿地区総会議案検討会議
16日	 会報No334発行
16日	 第 2 回文楽・コンサート実行委員会
17日	 第 2 回生協大会実行委員会
19日	 第 4 回組織活動委員会

5 月
2 日	 東日本大震災被災地支援ボランティアバス企画（～ 6日）
16日	 第 4 回文楽・コンサート実行員会
17日	 第 6 回理事会

6 月
21日	 第 7 回理事会・第57回通常総会・第 1回理事会

7 月
4 日	 第 5 回文楽・コンサート実行委員会
5日	 第 3 回生協大会実行委員会
11日	 第 1 回組織活動委員会
17日	 会報No335発行
18日	 日本生協連第 1回県連活動推進会議（～19日）
19日	 第 2 回理事会
20日	 第 1 回ジェンダーフォーラム協議会
22日	 コヨット説明会
25日	 社会福祉問題研修会
26日	 第 1 回大規模災害対策協議会
26日	 第 1 回関西地連運営委員会
27日	 夏休み文楽鑑賞のつどい

8 月
1 日	 第 1 回理事・監事研修会
2日	 第 6 回文楽・コンサート実行委員会
8日	 第 4 回生協大会実行委員会
11日	 お盆里帰りバス・東北被災地支援活動（～16日）
18日	 福島の子ども保養プロジェクト「コヨット！inおおさか2018夏」（～22日）
29日	 第30回近畿地区生協・行政合同会議




